






ITプラットフォーム（ITサービス、ITインフラ、ITセキュリティ）

“共想共創カンパニー”の実現をめざして、業種単位でお客さまに相対する2つの事業部門と、
その事業部門と連携する2つの全社横断型事業部門を配置し、さらなるお客さま志向を実現します

業種別事業部門

●金融ソリューション事業部
●文教ソリューション事業部
●ビジネスパートナー事業部

製造・流通ソリューション

全社横断型事業部門

金融・社会ソリューション

デジタルイノベーション

キヤノン製品の国内マーケティングおよび独
自ソリューションの提供

中小企業のお客さま
Area

専門領域のお客さま
Professional

個人のお客さま
Consumer

大手企業、準大手・中堅企業のお客さま
Enterprise

●デジタルビジネス統括本部 ●ビジネスソリューション統括本部 ● SuperStream統括本部

● ITインフラ技術統括本部 ● 事業部

キヤノンマーケティングジャパン株式会社

キヤノン製品の研究・開発・生産

キヤノン株式会社

品質監理本部

キヤノンITソリューションズ株式会社

●製造ソリューション事業部
●流通ソリューション事業部
●西日本ソリューション事業部
●エンベデッドシステム事業部

グループ会社
Canon Software America, Inc.
Canon IT Solutions（Thailand）Co., Ltd.
Material Automation（Thailand）Co., Ltd.

● ITプラットフォーム営業統括本部 ● ITサービス技術統括本部

グループ会社 クオリサイトテクノロジーズ株式会社

生成AI
ビジネス推進室

サービス
インキュベーション

センター
開発統括本部R&D本部

ビジネス
イノベーション
推進センター







サーバ向けとして「 」導入
・基幹系はｍセンター、情報系はｋセンター

1998

新規支店開設と共に モデル「 」の展開2000
を都内センターへ統合

「 」導入、基幹系システムの 統合
・富士通ホスト統合

2001

西日本にセンター移転
系 サーバ向けに「 」導入、基幹系とレプリケーション開始

2005

基幹リプレイス「 」短期導入2006
系 サーバを「 」にリプレイス2010

西日本エリア内にて、センター移転
・「 待受け機」構築、 の移行

2012

基幹 バージョンアップ（ ）2013
基幹リプレイス「 」を提供、 統合2015
基幹リプレイス「 ストレージ」を提供、 統合2024



お客様要望に沿ったマネージドサービス
指定場所での大規模なインフラ提供が可能

機器、 、リソースに制限なくカスタマイズ可能

システム監視から運用・保守サービスまでを

一括し、月額で提供が可能

ニアクラウドの特徴







E880上の本番区画（P1/P3/P9/P10/P11)は、物理IO搭載の区画で構成
その他、開発・検証区画は、VIOS配下の区画で構成

S824上の区画（P21/P22/P23/P24)は、V9000ストレージを利用し
VIOS配下の区画として構成
P25区画は、FS7200ストレージを物理IOで接続する区画で構成（ネットワークは除く）



PowerSystem
E1080

SANスイッチ#1 SVC

TS4300

FlashSystem7200FlashSystem 9500 #1 FlashSystem 9500＃2

開発・検証区画向け本番区画向け
本番区画、

超本番区画ミラー先

DataDomain

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×19本
（1アレイ[19本:14+P+Q]×1)

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×19本
（1アレイ[19本:14+P+Q]×1)

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×24本
（1アレイ[24本:14+P+Q]×1)

P3 BIP9P1本番 P10 P11 P9P1本番vDisk Mirror

SANスイッチ#2
SANスイッチ#3



１． リソース

システム搭載数は コア（システムユニットあたり コア）
保有している ｉライセンス数は、 （ ⁺ ）コア分
プロセッサープールは、現行環境の設定を踏襲し 部分と ｉ環境にて分割
プロセッサー資源は、現行環境の設定を踏襲しつつ設定値を検討

プロセッサーにおける 能力値（ 値＋ 値）の向上を考慮し区画への配分を決定

２．メモリーリソース

メモリー搭載容量の 程度は、 （ハイパーバイザー）に利用される
新 プロセッサーにて、キャッシュサイズが倍増しており、本番環境向けのメモリー配分は
現行容量のｘ倍（検証区画は 倍）とする
メモリー配分に関しては新環境での稼働後においても動的移動が可能なようにメモリー設定の上限値
について希望するメモリー容量の倍程度の値を設定しておく



上の本番区画（ は、物理 搭載の区画で構成、その他、開発・検証区画は、 配下の区画で構成

開発ステVIOS-1BI本番 VIOS-2検証

P1 P3 V1 P2 P4 V2

WebDBWebDB

P9 P10

検証

P12

本番

P11

検証

P18

検証

P8



のストレージ接続構成を踏襲して構成

開発ステVIOS-1BI本番 VIOS-2検証

P1 P3 V1 P2 P4 V2

WebDBWebDB

P9 P10

検証

P12

本番

P11

検証

P18

検証

P8

#EN2A: PCIe3 16Gb 2-port Fibre Channel adapter

#EN1C: PCIe3 16Gb 4-port Fibre Channel adapter



#EN24  x2枚
本体にはPCIe4 ケーブル・アダプター(CECとEMX0エンクロージャー接続用の光ケーブル)のみ構成

・ （ エンクロージャー）に搭載する アダプター一覧
ネットワークアダプター、トランシーバにより の接続
ストレージおよび テープ装置接続用

接続用
エンクロージャー（内蔵 ）接続用

・ アダプターの配置については、 より スロットの優先順位を考慮し構成
・区画内での冗⾧を考慮し、ノード間に分割配置することで可用性を向上

EMX0拡張ドロア x7
（IOエンクロージャ）

CEC x2

SCU

E1080本体



PowerSystem
E1080

SANスイッチ#1 SVC

TS4300

FlashSystem7200FlashSystem 9500 #1 FlashSystem 9500＃2

開発・検証区画向け本番区画向け
本番区画、

超本番区画ミラー先

DataDomain

P3 BIP9P1本番 P10 P11 P9P1本番vDisk Mirror

SANスイッチ#2
SANスイッチ#3

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×19本
（1アレイ[19本:14+P+Q]×1)

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×19本
（1アレイ[19本:14+P+Q]×1)

Distributed RAID 6
NVMe Flash Core Module×24本
（1アレイ[24本:14+P+Q]×1)



SVC

StoragePool-01
FS9500#1

P1-Vol-1 P1-Vol-50

ｉ区画
領域

で × 個作成
した領域が で認識されている

・・・

StoragePool-02
FS9500#2

P1-Vol-1 P1-Vol-50

・・・ P1-Vol-50P1-Vol-1
P PS S

・・・

ｉ区画は、 提供のディスクを利用
の両方の領域を使用している

・ ｉ区画に対して が 、 を とした仮想 を構成



・ と とで の役割をそれぞれ、 、 に変更する
は、 環境から切り離すことも可能

この時点ではIBMｉ区画は、
FS9500#2のVolumeをPrimaryとして利用

SVC

StoragePool-01
FS9500#1

P1-Vol-1 P1-Vol-50

ｉ区画
領域

で × 個作成
した領域が で認識されている

・・・

StoragePool-02
FS9500#2

P1-Vol-1 P1-Vol-50

・・・ P1-Vol-50P1-Vol-1
S SP P

・・・



は、ストレージ製品との接続性を確認するための サイト

確認結果接続
プロトコル

ストレージ
バージョン

ストレージ

〇
確認

①

〇ｉ②

〇ｉ③

〇
〇

④

△要 取得
ｉ

⑤

△要 取得

ｉ

ｉ⑥



L2スイッチ#1

L2スイッチ#2

Stackedスイッチペア

IBM i 物理区画

CMN09

CMN10

CMN09

CMN10

回線記述（*ELAN）

ETHLINE
RSCNAME(*AGG)

LIND:ETHLINE
IPIFC:192.168.1.200

TCP/IPインターフェース













Vol-01 Vol-09 Vol-10

Vol-01 Vol-09 P1-Vol-10

Vol-01 Vol-09 Vol-10

Vol-01 Vol-09 P1-Vol-10

Vol-11 Vol-16



Vol-01 Vol-11 Vol-16

Vol-01 Vol-11 Vol-16

Vol-01 Vol-09 Vol-10

Vol-01 Vol-10

Vol-11 Vol-16

Vol-11 Vol-16





P91_IBMi75_01

Vol-01 Vol-02 Vol-01 Vol-02

P91_IBMi75_02 P92_IBMi75_01 P92_IBMi75_02



P91_IBMi75_01

Vol-01 Vol-02 Vol-01 Vol-02

P91_IBMi75_02 P92_IBMi75_01 P92_IBMi75_02





E1080

SANSW1 SANSW2

FS7200 FS7300

E1080 S1024

S1024

SANSW4SANSW3



E1080

SANSW1 SANSW2

FS7200 FS7300

E1080 S1024

S1024

SANSW4SANSW3



E1080

SANSW1 SANSW2

FS7200 FS7300

E1080 S1024

S1024

SANSW4SANSW3






